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Abstract 
We surveyed nitrogen dioxide and ozone concentrations, particulate matter (PM), traffic volume, 
and weather conditions including temperature, relative humidity, atmospheric pressure, wind speed, 
wind direction, solar radiation intensity, and ultraviolet radiation intensity at the side of a city road 
in Yagiyama Campus. Temporal variations in the relationships between atmospheric pollutants and 
environmental parameters were analyzed. At this site, traffic volume was not positively correlated 
with atmospheric pollutant concentrations, whereas ultraviolet radiation intensity was positively 
correlated with ozone and PM concentrations. This site experiences a westerly prevailing wind that 
blows from the road to the measurement site. Accordingly, higher concentrations of PM were 
recorded as coming from the west. Ozone concentrations were positively correlated with PM 
concentrations and negatively correlated with nitrogen dioxide concentrations. Temporal variations 
in the correlation coefficients representing associations between atmospheric pollutants and 















20 条及び 22 条に基づいて自動車排出ガス測定局
(自排局)で測定している[2]。東北工業大学が立地
する仙台市においては，計19測定局(一般局13局，  
2020年 9 月 4 日受理 
＊ 環境応用化学科  教授 






















NO2 日平均値が0.04 ppm〜0.06 ppmの範囲内
もしくはそれ以下
100 99.7
Ox 1時間値が0.06 ppm以下 0.1 0
SPM
日平均値が100 μg/m3以下かつ1時間値が
200 μg/m3以下 99.8 100























































































2019年 5月 15日，7月 3日，7月 10日，9月 4
日，9 月 12日，9 月 18日，10 月 2日，10 月 18
日，10月 23日，10月 30日，11月 6日，11月 22
日，12月 6日，12月 11日，12月 23日の計 15回
調査を実施した。 
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酸化窒素濃度 0 ppb から 25 ppb 相当の標準液を 5
段階に分け調製し，ザルツマン試薬と反応させた。
標準液はザルツマン係数を 0.84 として調製した。







採取器に取り付け，1 回 100mL，1 分間の吸引を
計 10 回行い，合計 1000mL の大気を流通させた。
この操作を 15 分毎に行なった。大気流通後のオ
ゾン検知管の変色部をデジタルカメラで撮影し，
撮影した画像を Adobe Photoshop で RGB 値を読取
った。使用した検知管の 10 回吸引測定時の検出
限度は 10ppb であることから，検知管の目盛線上，
または目盛線の間を 2 または 4 つに等分割した位
置(13, 25, 38, 50, 63, 75, 83, 100 ppb 相当)の RGB 値




(3) PM 相対濃度 
光散乱方式デジタル粉じん計（KANOMAX 
3442）を用いて相対濃度（CPM; count per minute）
測定した。吸引口を上向きに，地表面から高さ約
1m の位置に設置した。測定は 1 サイクル 5 分で
連続 4 時間測定した。 
(4) PM 平均質量濃度 
多段平行板式分級装置(SIBATA C-30 型)を吸引口
に取り付け，ローボリウムエアサンプラー






定時の沿道への機器設置状況を図 2 に示す。 
捕集前後のフィルター質量を精密電子天秤











































390nm) ，日射強度計 (ST530: 波長範囲 400 ～
1100nm)のセンサーを置き，15 分毎に測定した。 
(8) 気象 
気象観測計(Kestrel Pocket Weather Tracker Kestrel 
4500，5500)に風向測定用ウインドベインを取付け，
専用三脚に観測計を固定し，図 1 に示した測定地
点 A で 5 分毎に気温，大気圧，相対湿度，風速,風
向を測定した。風向・風速データにより風配図を
































図 3 測定地点 A,Bの風配図 (2019年, 2018年) 
地点B
2019年 2018年
5,7月 夏季 秋季 冬季 全日 全日
第１卓越風向 西 北北東 西北西 西南西 西 西
頻度 〔%〕 16.3 15.8 16.3 31.9 13.6 13.8
第２卓越風向 西北西 西 西 西 西北西 西南西
頻度 〔%〕 15 14.6 12.1 17.6 11.8 9.6
平均風速〔m/s〕 0.8 0.9 0.6 0.9 0.8 0.5
最大風速〔m/s〕 2.7 2.8 3.6 4.3 4.3 3.7
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100ppb，平均値は 59.8ppb，最低値は 13ppb だっ
た。紫外線強度の最高値は 59.1 W/m²，平均値は





































































図 8 各測定日の PM捕集質量及び K値  
 
PM 相対濃度の平均値は測定日により 0〜14 
CPMの範囲で変化した。濃度の変動幅や平均値の
高低に季節的な変動の傾向はみられなかった。 

































図 9 累積 PM相対濃度と PM捕集質量の相関  
 













図 10 風向と PM相対濃度の散布図(2019年 5月,7月)  
 














総交通量(図 11(a))，では 10 月 23 日が最高値を
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総交通量(図 11(a))，では 10 月 23 日が最高値を





















































 日射強度との間に弱い正の相関(r = 0.22), 相対
湿度との間に負の相関(r = -0.43)を示した。また，









































図 14 に示す。「晴天」のデータ数は 258 個，「曇
天」のデータ数は 462個である。晴天時の二酸化








































図 15 同時刻測定値によるオゾン濃度と 
各測定項目間の相関係数  





 気温とオゾン濃度の散布図を図 16 に示す。オ
ゾン－気温間の相関係数は r = 0.59と正の相関を
示した。また，オゾン－紫外線強度間の相関係数



































図 17 オゾン濃度と高レベル紫外線強度(30W/m2以上)の散布図 
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図 17 オゾン濃度と高レベル紫外線強度(30W/m2以上)の散布図 
 





















 気温と日射強度間の相関係数は r = 0.35, 紫外線







































































































































 図 22 に二酸化窒素と各測定項目間の相関係数
の時間変化を示す。 
 0〜30 分の範囲で相関係数が±0.1 以上変化した
項目は無かった。最も変化が大きかったのはディ
ーゼル車交通量で，15分まではほとんど変化が無






























































































 図 22 に二酸化窒素と各測定項目間の相関係数
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 図 25に日射強度と PM相対濃度の散布図[(a)時





























図 25 PM濃度と日射強度の散布図, 時間差 (a) 0分,  (b)30分 
 






















































携わっていただいた赤川陽太 氏，鈴木美里 氏, 
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